
【普通科】 ３年次 【選択】科目 「生物」授業のシラバス 
１ 概要 

教科名 理科 科目名 生物 単位数（コマ数） ４（175） 

科目の 

目標 

① 生物や生物現象に対する探求心を高める。 

② 目的意識を持ち観察・実験を通して探求する能力と態度を育てる。 

③ 生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成する。"    

教科書 

(出版社) 
改訂版 生物（数研出版） 

副教材 

(出版社) 
リード Light ノート（数研出版） 

 
２ 学習の方法 

(1) 予習について 

前の授業の復習にしっかりと取り組む。また、次の授業の範囲の教科書を読む。 

 

 

(2) 授業について 

極的に参加し、課題に対し自分の考えや意見を持つようにする。 

わからない部分はそのままにしないようにする。（先生や周囲の友人に質問する） 

 

 

(3) 復習について 

ノートやファイルを見返すなどして振り返るとともに、授業で習った範囲の問題集に取り組む。 

 

 

〈学習アドバイス〉 

・すべての基本は授業にあります。授業を大切にしましょう。その上で予習復習に取り組むことが理解への近道です。 
・なぜそうなるのか、考えることをやめないでください。全てを覚えようとすると大変厳しい科目です。 
 

 
 

３ 評価について 

 (1) 評価の観点 

観 点 趣旨 

① 知識および技能 
生物に関わる事象を理解することができる。また、観察・実験の技能を習得し、観察・実験を行うこ
とが出来る。（授業内の小テストや、実験で知識や技能が定着しているか評価します） 

② 思考力・判断力・表現力 

学習したことや観察・実験で得た結果から論理的に考察することができる。また、それを文章として

表し、他人へ説明できる。（考察課題や、単元テスト、定期考査から根拠を持って論理的に思考でき
ているか評価します） 

③ 主体的に学習に取り組

む態度 

生物に関する事物・現象に関心をもち、自主的・意欲的にそれらを探究する。（授業や様々な提出物
に対する取り組み姿勢を評価します） 

 
 

 (2) 評価の方法（以下観点①～④は「(1) 評価の観点」と対応する） 

評価材料 
定期考査・単元テスト 

授業内 

小テスト 
観察・実験 提出物 

観 点 割合 

① 知識および技能 40% △ 
教科書、問題集の基礎レベル 
実験器具の使い方や、手順等 

◎ ◎  

② 思考力・判断力・
表現力 

30% ◎ 問題集の標準レベル、論述   ○ 

③ 主体的に学習に
取り組む態度 

30%     ◎ 

 
 

〈担当者からのメッセージ〉 

 生物基礎の発展的な位置にある科目です。しかし、他の発展科目と異なり、基礎と被っている内容はほとんどありません。生物基
礎の内容の復習を目指す人には向かない科目といえます。その分、沢山の未知の世界に触れてください。 
 

 

 

 

 

  



【普通科】 ３年次 【選択】科目 「生物」授業のシラバス 

４ 授業計画 

月 単元 
時 

数 
学習内容 

観点別 

評価 
到達目標 考査等 

前期 

4 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

9 

 

 

 

 

 

後期

10 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

第１編 生命現象と物質 

第１章 細胞と分子 

 

 

 

 

 

 第２章 代謝 

 

 

 

 

 

 

 

 第３章 遺伝情報の発現 

 

 

 

 

第２編 生殖と発生 

 第４章 生殖と発生 

 

 

 

 

 

 

第３編 生物の環境応答 

 第５章 動物の反応と行動 

 

 

 

 

 第６章 植物の環境応答 

 

 

 

 

 

第４編 生態と環境 

 第７章 生物群集と生態系 

 

 

 

 

 

第５編 生物の進化と系統 

 第８章 生命の起源と進化 

 

 

 第９章 生物の系統 

 

 

 

 

総まとめ 

15 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

計 

175 

1.生態を構成する物質 

2.タンパク質の構造と性質 

3.酵素のはたらき 

4.細胞の構造 

5.物質輸送とタンパク質 

6.情報伝達・認識とタンパク質 

 

1.代謝とエネルギー 

2.呼吸と発酵 

3.光合成 

4.窒素同化 

 

 

 

 

1.DNA の構造と複製 

2.遺伝情報の発現 

3.遺伝子の発現調節 

4.バイオテクノロジー 

 

1.遺伝子と染色体 

2.減数分裂と遺伝情報の分配 

3.遺伝子の多様な組み合わせ 

4.動物の配偶子形成と受精 

5.初期発生の過程 

6.細胞の分化と形態形成 

7.植物の配偶子形成と発生 

 

1.ニューロンとその興奮 

2.刺激の受容 

3.情報の統合 

4.刺激への反応 

5.動物の行動 

 

1.植物の生活と環境応答 

2.発芽の調節 

3.成長の調節 

4.環境の変化に対する応答 

5.花芽形成・結実の調節 

 

1.個体群 

2.個体群内の個体間の関係 

3.異種個体群間の関係 

4.生物群集 

5.生態系における物質生産 

6.生態系と生物多様性 

 

1.生命の起源と初期の生物の変遷 

2.多細胞生物の変遷 

3.進化のしくみ 

 

1.生物の系統 

2.生物の多様性 

① 

 

 

② 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

① 

 

② 

 

 

① 

 

 

① 

 

 

 

① 

 

② 

 

 

 

① 

 

② 

 

 

① 

 

② 

 

① 

 

 

① 

 

 

② 

 

 

 

 

③ 

 

細胞の内部構造や、様々なタンパク質が

支える生命現象について理解できる。 

 

 タンパク質の構造から酵素の特徴を結び

付けて考えることができる。 

 

 呼吸によって有機物からエネルギーが取

り出される仕組みや、光合成によって光エ

ネルギーを用いて有機物がつくられる仕組

みなどを理解することができる。 

 

 

 

 DNA の複製、遺伝子の発現、遺伝子の発

現の調節などの仕組みを理解できる。 

 遺伝情報の変化や、発現の調節の結果ど

のような形質が発現するか考察できる。 

 

 減数分裂による遺伝子の分配と受精によ

り多様な遺伝的な組み合わせが生じること

を理解できる。 

 動物や植物の発生の過程を理解できる。 

 

 

 

 外界の刺激を受容し、神経系を介して、

反応する仕組みを理解できる。 

 刺激に対し発生するだろう動物の環境応

答を推測することができる。 

 

 

植物が環境変化に反応する仕組みを理解で

きる。 

 刺激に対し発生するだろう動物の環境応

答を推測することができる。 

 

 個体群とその変動や、生物群集の成り立

ちを理解できる。 

 個体群の変動の要因を推測できる。 

 

 生態系における物質生産とエネルギー効

率、生物多様性の重要性を理解できる。 

 

 生命の起源と生物進化の道筋について理

解できる。 

 

 生物が系統に基づいて分類できることを

理解し、分類できる。 

 

 

 

 自身の疑問を発見し、課題解決に向けて

取り組むことができる。 

 

 

 

 

 

 

単元テスト 

 

 

 

 

 

単元テスト 

（定期考査） 

 

 

 

 

 

単元テスト 

 

 

 

 

 

 

 

単元テスト 

 

 

 

 

 

単元テスト 

（定期考査） 

 

 

 

 

単元テスト 

 

 

 

 

 

 

単元テスト 

 

 

 

 

 

（定期考査） 

 

単元テスト 

※ 観点別評価①は知識および技能、②は思考力・判断力・表現力、③は主体的に学習に取り組む態度を表しています。 

※ 授業計画は進度により前後することがあります。 


